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　Abstract:　Geological survey of the western and central Sør Rondane Mountains was 
carried out by the Sør Rondane Mountains Geology party (4 geologists and one field 
manager) of the 61st Japanese Antarctic Research Expedition from 8th November 2019 to 
17th January 2020. We stayed at the Princess Elisabeth Antarctica during the first and the 
last two weeks of the research period. Between these periods, we spent about one month in 
base camps at Brattnipene and Mefjell for the field survey. In this report, we describe the 
details of the operation plans and the actual activities performed in the Sør Rondane 
Mountains. 
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　要旨:　第 61次日本南極地域観測隊・夏隊別動隊・セール・ロンダーネ山地地
質チームは 4名の地質調査担当隊員と 1名のフィールド・アシスタントからなり，
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第 49次～第 51次隊や第 53次隊（小山内ほか，2008；大和田ほか，2011；土屋ほか，
2012；菅沼ほか，2012）と同様，往路・復路ともにドロンイングモードランド航空ネットワー
ク（Dronning Maud Land Air Network: DROMLAN）を用い，ケープタウンからノボラザレフ
スカヤ滑走路を経由し，ベルギーのプリンセス・エリザベス基地（Princess Elisabeth 
Antarctica: PEA）に入った．PEAはセール・ロンダーネ山地西部に位置し（図 1a），ベルギー




















Fig. 1.  (a) Location of the Princess Elisabeth Antarctica (PEA), basecamps, and the Perseus runway (stars) in 
the Sør Rondane Mountains. Also shown are periods of stay in each area and DROMLAN flights used for 
the transportation of the JARE-61 geology party and cargo (dashed arrows). The broken rectangle 
represents the research area of the JARE-61 geology  party. (b) Enlargement of the research area. Also 





ル・ロンダーネ山地での野外調査期間（調査準備期間含む）は 2019年 11月 14日～2020年










Table 2.  Roles of the members.
表 1　セール・ロンダーネ山地地学調査隊隊員構成．












成果から明らかになってきた（Higashino et al., 2013; 2015; 2019a; 2019b; Kawakami et al., 













橇による輸送支援を受け，ブラットニーパネ BCへ移動する（図 1）．同 BCでは約 2週間，
テント（＋緊急避難用の作業用モジュール）に滞在しながら，スノーモービル・徒歩によっ
てブラットニーパネおよびアウストカンパネ周辺を地質調査する．その後，再度ベルギー隊

















































Table 3.  List of training.
図 2　緊急時の連絡体制．












の地質調査を行った．予定より 2日遅れの 11月 27日に，ベルギー隊の雪上車による輸送支
援を受け，ブラットニーパネ BC（図 1，図 3a）への移動を行った．12月 10日まで同 BC
に滞在してブラットニーパネ周辺およびアウストカンパネの地質調査を行った．予定より 1
日遅れの 12月 11日に再びベルギー隊の雪上車による輸送支援を受け，メーフィエル BC（図
1，図 3b）へ移動した．同 BCではメーフィエル，メーニパ，ピルテン，コムサ，バークマ





施した．予定より 2日遅れの 1月 10日に PEAからノボラザレフスカヤ滑走路に移動し，停













Table 4.  Summary of field survey and related operations.
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Fig. 3.  (a) Brattnipene BC. (b) Mefjell BC. (c) Rock samples packed in plastic boxes provided by PEA. (d) JARE 
members collecting water from moraine area at Mefjell BC. (e) Solar panels attached to the 2-METER 
DOME tent. (f) A plastic case same as (c) attached to a luggage carrier of Skandic. (g) Leftover objects 
of previous JARE party collected at Menipa. (h) The water flow path developed below wooden sledges at 







た．このドローンは当初 1便目で輸送予定であったが，バッテリー容量が 100 Whを超える
ために危険品扱いとなり，他の物資の通関に影響が出ることが想定されたため，便を分ける
措置をとった．また，3便目にて Polar clothes（羽毛服など DROMLAN搭乗時の非常用装備）
を ALCIのオフィスに直接送付した．
　ケープタウンから南極への大陸間輸送は，2便に分けて実施された（表 5）．
　大陸間 1便目は DROMLAN D04便（Ilyushin Il-76TD機）で人員 5名とともに主に調査用具，
キャンプ用品，環境保全用品，発電機器，通信機器，個人装備をノボラザレフスカヤ滑走路
に輸送し，その後フィーダーフライト 2便に分けて PEAに輸送した．フィーダー 1便目（バ
スラーターボ機）はベルギー隊 8名とシェアする形で，人員 5名および調査用具・個人装備
などの物資を積載し，フィーダー 2便目（バスラーターボ機）はペルセウス滑走路整備へ向













































































Table 6.  List of items deposited at the Princess Elisabeth Antarctica. (1/3)
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表 6　PEAデポ物資リスト．（2/3）
Table 6.  List of items deposited at the Princess Elisabeth Antarctica. (2/3)
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表 6　PEAデポ物資リスト．（3/3）

































































Table 8.  List of cookware.
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hood/pants）は，キャンプ生活から調査行動時の防寒用と広いシーンで活用できた．







Table 9.  List of field and rescue equipment.
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表 10　個人装備リスト．


















ルは，大型ソーラーパネル（60 W）2枚を 2-METER DOMEテントに（図 3e），小型ソーラー
パネル（20–30 W）各 1枚を各個人テントに設置した．大型ソーラーパネル（60 W）はリチ
ウムイオン電池（BabyGenny 160 Wh）に接続し，随時充電を行った．晴天時は，大型ソーラー





















備は 200 V対応のため問題がなかったが，アイスドリルおよび岩石カッターの充電器（Makita 
DC18シリーズ）は 100 Vのみ対応であり，誤って 200 Vに接続することで充電器が故障す







































手段とした（表 12）．スノーモービルの種類はボンバルディア社（カナダ）の Ski-Doo 
Skandic WT 550F XU（スキャンディック；4台）および Ski-Doo Tundra 300（ツンドラ；1台）
である．スキャンディック 4台は 2014–2015シーズンに JAREから BELAREに調達依頼し
て持ち込んだもので，ツンドラは第 49次隊が持ち込んだものである．使用予定台数および
期間については 2019年 7月時点で PEA側へ伝えており，機材の確保をあらかじめ依頼した．
使用前の立ち上げ整備は PEAの車両専門スタッフに依頼した．カーゴボックスのついてい






間中で平均約 850 kmであった（表 12）．オドメーターがマイル表示であった機材では，km
換算すると走行距離が長めに計算される傾向があった（表 12）．給油量は，キャンプ期間中
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で Skandicが平均約 300 L，Tundraが約 150 Lであったことから，燃費は Skandicが約 2.8 km/
L，Tundraが約 5.6 km/Lである．エンジンオイルはキャンプ期間中で Skandicに約 9 L，















































数に相当する 31日分，行動食に関しては PEA滞在中の日数分も含めて 57日分を準備した．
なお，非常食は 2泊 3日分とした．
　梱包については，南極における廃棄物を減らすため．梱包作業時に過度な包装は取り除い
てからプラダンに梱包した．プラダンの梱数は，朝夕食 10梱，行動食 10梱，飲料 1梱，調
味料 1梱，お菓子類と FDにゅうめん等を合わせて 4梱，特別食と非常食を合わせて 3梱，
アルファ米 5梱，計 34梱となった．凍結予防の特別梱包はいずれの食品に対しても実施し
表 14　朝夕食レーションのバリエーション．








1人当たり 1食につきアルファ米 200 g，パスタ 200 gを基本に献立を立案していたが，実際



















































Table 15.  List of food surpluses.
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システム研究機構国立極地研究所，2015）．今回は，PEAに全ての廃棄物の処理を委託する























Table 16.  List of waste during the field camping period.
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トイレを持参してし尿を回収することが今後推奨される．キャンプ期間中（2019年 11月 27










































































と言える（PEA：第 50次隊－12.9℃［11/25–11/30］，第 51次隊－7.6℃［11/16–12/2］，第 53
表 19　気象観測結果．（2/2）




Fig. 4.  Time series of the results of the meteorological observation. (a) Atmospheric pressure before and 
after sea-level correction. (b) Temperature and humidity. (c) Wind speed and direction. (d) 
Coverage of the cloud.
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次隊－11.3℃［11/18–28］，第 55次隊－6.8℃［11/29–12/16］；ブラットニーパネ BC：第 49







南極滞在期間中の観測風速の最大値は 20.6 m/s，最小値は 0.0 m/s，平均値は 5.9 m/sであった．
定時観測 114回のうち，風速 10 m/sを超えたのは 17回，風速 15 m/sを超えたのは 4回であっ
た．特に 11月 PEA滞在期間中は平均 2.9 m/sと穏やかであり，ブラットニーパネ BC滞在





図 5　 （a–c）風向の頻度を示したローズダイアグラム．（d–f）風向と風速の関係．（a, d）PEA，（b, e）
ブラットニーパネ BC，（c, f）メーフィエル BC．
Fig. 5.  (a–c) Rose diagram of the wind directions. (d–f) Relationship between wind speed and wind directions. (a, 




11–1月の風速の平均値は PEAで 3.2–6.4 m/s，ブラットニーパネ BCで 6.2–7.3 m/s，メーフィ
エル BCで 4.2–5.0 m/sであり，観測された風速の平均値は，ほぼ同等か第 61次隊の方が若
干高めであった（PEA11月2.9 m/s；ブラットニーパネ BC 8.3 m/s；メーフィエル BC 5.8 m/s；
PEA1月6.7 m/s）．
（5）天気
　雲量の変化を図 4d に，天気の頻度分布を図 6に示す．114回の気象観測の内，快晴およ










いため，地形判読には適さなかった．地形および地質判読には 5万分の 1地形図を GIS上
で重ね合わせた地質図を印刷した方が有用であると思われる．
図 6　天気の頻度分布．




































GPS用の kmzファイルを作成し，Google Earth および各自携行の Garmin GPSMAP 64Sに取
り込んで活用した．また，地形図に関しては上記シェープファイルを GPSMapEditにより編







Table 21.  Information on purchased scene ID.
図 7　 ASTER疑似カラー合成画像の例．（a）ブラットニーパネ小指尾根および薬指尾根付近，（b）
ブラットニーパネ北東の巨大クレバス（図 8の CREVAS18に相当；S71°47.5’E24°47’付近）．
Fig. 7.  Examples of ASTER false-color composite images. (a) Koyubi-one ridge and Kusuriyubi-one ridge at 
Brattnipene. (b) Giant crevasses located to the northeast of Brattnipene (CREVAS18 in Fig. 8; S71°47.5’ 
E24°47’).
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察などの目的で使用した．DJI社Mavic 2 EnterpriseおよびMavic 2 Proを主機とし，予備機
としてMavicおよび Inspire 1をそれぞれ 1台ずつ持ち込んだ．操作用タブレットは Apple社 
iPad mini 5および DJI社 Crystal Skyを主とし，予備として iPad mini 4および iPad mini 3を
用意した（Mavic 2 Enterprise, iPad mini 4は地圏所有品，ほかは個人管理品）．これらのドロー
ンはリチウムイオンバッテリーを使用するため，その輸送には注意が必要である（3.2.1.）．
　現地では計 28日，計約 57回のフライトを行った．主なフライト記録を表 22に示す．
表 22　ドローンによる主な調査フライト記録．
Table 22.  Main flight logs of UAVs.
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　Mavic 2 Enterpriseは電池に自己発熱機能があり，寒冷な条件でも十分に飛行することがで
きた．Mavic 2 Proについても十分なフライトが可能であった．一方，Mavic Proは 10–20分
程度のフライトで低電圧警告が表示されることが複数回あり，調査での使用は控えることと
した．Inspire 1は強風対策として持ち込んだが，携帯性・撮影性能・フライト時間に優れる
Mavic 2 Pro・Mavic 2 Enterpriseで十分な調査ができたため，旧機種である Inspire 1は調査に
は使用しなかった．ただしMavic 2 Proについては，強風によってジンバルカメラの制御が






対応可能であった．操作用のタブレットには Apple社 iPad mini 5, iPad mini 3および DJI社
Crystal Skyを使用したが，比較的風の強い低温の日には iPad mini 3が起動しないトラブル
があった．iPad mini 5および Crystal Skyは正常に使用できた．
3.3.11.　岩石カッター
　岩石カッターはピンポイントでの岩石採取を目的として使用した．Makita社 GA504DZを
2台，バッテリー BL1850を 10個，替刃は 8枚用意した．12月 14日メーフィエル北壁，12
月 19日メーニパ北壁，12月 24日メーフィエル北壁，12月 25日ルンケリッゲン北部，12
月 29日スマルエッガ南部の計 5日間使用した．幅約 3 cm，長さ約 10–70 cmの反応帯の連続
サンプリングなど，ハンマーのみでは困難な連続サンプリングができた．幅約 3 cm，長さ






















Fig. 8.  Field distribution of confirmed crevasses. Small frags are after Suganuma 
et al. (2012). Triangles are the location of crevasses confirmed by 
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